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政策経営部長
　小池　晃

▪次期基本構想の策定
▪未来づくりプロジェクトの推進
▪市民の声の市政への反映

経営改革室長
　水越　祐介

▪行政経営改革プランの推進
▪市民参加型事業評価の開催
▪市役所業務の生産性の向上

広報担当部長
　若林　眞一

▪市民と共に地域を盛り上げる「まちだ〇
まる

ごと大作戦」の実施
▪広報活動（広報紙、ホームページ等）の質の向上
▪市内外の町田市に対する認知度及び好感
度の向上

総務部長
　榎本　悦次

▪組織能力の向上と効率的な組織運営の実
現

▪働きやすい職場環境の実現
▪会計年度任用職員制度の導入

情報システム担当部長
　中田　直樹

▪情報セキュリティ監査の実施
▪ＩＣＴを活用した業務の自動化
▪災害時における情報システムの事業継続
性の確保

財務部長
　堀場　淳

▪健全で持続可能な財政の確立
▪公会計情報によるマネジメント機能の強
化

▪公用車のリース導入による効率化

営繕担当部長
徳重　和弘

▪財源と再編計画を踏まえた公共施設の維
持保全と長寿命化

▪特定天井（※）脱落防止対策の推進
▪施設管理者との連携強化
※建築基準法で耐震化を要求されている天井

税務担当部長
小口　充

▪市税収納率の維持・向上
▪市の債権一元化による適正な管理
▪電子化推進による市民の利便性向上

防災安全部長
篠﨑　陽彦

▪自主防災リーダーの育成
▪協働による安全安心のまちづくりの取り
組み
▪消防団員の確保による組織の充実

市民部長
今野　俊哉

▪個人番号カード交付率の向上
▪コンビニにおける証明書発行の推進
▪さわやか窓口の推進

市民協働推進担当部長
平林　隆彦

▪地区協議会の活動支援
▪町田市地域活動サポートオフィスによる
地域活動の活性化

▪協働意識の向上及び庁内連携の促進

文化スポーツ振興部長
黒田　豊

▪国際大会各国代表チームのキャンプ受け
入れ

▪東京２０２０オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラムの推進

▪文化芸術拠点施設の整備

地域福祉部長
　　　　　　　　　　　神田　貴史
▪市民後見人育成の推進
▪障がい者の相談支援体制の充実
▪生活保護費の不正受給防止対策

いきいき生活部長
奥山　孝

▪地域包括ケアシステムの深化・推進
▪「生活習慣病等予防事業実施計画（データ
ヘルス計画）」の推進

▪良質な施設介護サービスの提供の促進

保健所長
河合　江美

▪がん予防対策の推進
▪自殺対策の推進
▪妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない
支援の充実

子ども生活部長
石坂　泰弘

▪子どもの活動拠点及び身近な居場所の整
備

▪待機児童を解消するための施設整備
▪幼児教育・保育の無償化の円滑な実施

経済観光部長
井上　誠

▪町田薬師池公園四季彩の杜ブランドマネ
ジメントの推進
▪中心市街地活性化の推進
▪商工業の活性化支援

北部・農政担当部長
守田　龍夫

▪市民が農とふれあえる環境づくり　
▪里山環境の回復や保全を促進する仕組み
の構築

▪遊休農地の活用

環境資源部長
荻原　康義

▪町田生きもの共生プランの推進
▪ごみの減量と資源化の推進
▪地域美化の推進

循環型施設建設担当部長
田中　耕一

▪町田リサイクル文化センターにおける熱
回収施設等の整備

▪相原地区における資源ごみ処理施設の整備
▪上小山田地区における資源ごみ処理施設
の整備

道路部長
福田　均

▪駅周辺施設の整備
▪都市計画道路の整備
▪玉川学園前駅デッキの整備

都市づくり部長
神蔵　重徳

▪都市づくりのマスタープランの一括改定
▪バス路線網再編
▪南町田駅周辺地区のにぎわいある拠点づ
くり

多摩都市モノレール推進担当部長
神蔵　重徳

▪モノレール延伸を見据えたバス路線網再編
▪交通ターミナル機能再構築を含む町田駅
周辺まちづくり

▪モノレールの延伸効果を最大限生かすた
めの沿線まちづくり

都市整備担当部長
萩野　功一

▪鶴川駅周辺街づくりの推進
▪ＪＲ横浜線町田駅南地区の事業推進
▪町田薬師池公園四季彩の杜の魅力向上

下水道部長
野田　好章

▪安心して住める住環境の整備（雨水幹線
等）
▪総合地震対策整備事業の実施
▪下水処理水の水質向上

会計管理者
小田島　一生

▪財務会計事務の見直し（業務の効率化）
▪公共下水道事業の地方公営企業法財務適
用

▪財務諸表の更なる活用方策の開拓

市民病院事務部長
亀田　文生

▪機能分化と医療連携の推進
▪患者満足度の向上
▪経営の安定化

議会事務局長
　古谷　健司

▪議場見学の推進
▪情報発信の拡大
▪他自治体からの視察状況の把握

選挙管理委員会事務局長
水嶋　康信

▪公平・公正な選挙執行体制の確立
▪若年層の投票行動につながる啓発の実施
▪選挙執行体制の最適化

監査事務局長
岡田　成敏

▪リスクアプローチ監査の充実
▪専門的知見を活用した監査の実施
▪職員の能力向上による監査事務の効率化

農業委員会事務局長
守田　龍夫

▪市街化調整区域における農地利用の最適
化

▪市街化区域における農地利用の最適化
▪農業活動の支援

学校教育部長
北澤　英明

▪安全・快適な教育環境の整備
▪ＩＣＴを活用した効果的な授業を推進する
ための環境整備

▪「えいごのまちだ」の取り組みの実施

生涯学習部長
中村　哲也

▪社会状況の変化に対応した生涯学習環境
の整備
▪市民が文化財に触れられる機会の拡大
▪文学への関心を育む学習の推進

　部長は、年度当初に年度目標を設定し、中
間期に進捗状況を確認します。また、年度末
には成果の確認と評価を行います。
　各段階において、市長がその内容を確認し
ます。

部長の仕事目標の流れ

⬆⬇⬆⬇
⬆⬇

市長確認

➡ ➡目標設定

年度当初 中間期
進捗状況
確認

年度末
成果確認
及び評価

　市の部長が、それぞれの部署の目標とその実現へ向けた取り組みをまとめ、「仕事目標」を作成しました。
２０１９年度の「仕事目標」の中から、主な取り組み項目をご紹介します。
　２０１９年度のすべての取り組み項目及び詳しい内容については、町田市ホームページで公開しています。

問経営改革室☎7２4・２5０3

部長の「仕事目標」は、市長・副市長と各部長との約束であるとともに、市民の皆さんとの約束でもあります。２０１９年度は、特に他の自治体と
の比較や環境の変化を強く意識した目標としました。市政運営の視点である「選ばれるまちだ」を実現するため、市民サービスの向上を目指すとと
もに、社会情勢や環境の変化に伴う緊急課題へ柔軟に対応してまいります。� 市長　石阪　丈一

市民から信頼される
市政を目指して 2019年度　部長の「仕事目標」


